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N E W S 
R E L E A S E  

 
 

2012 年２月 13 日 
 
 

 極細長尺カーボンナノチューブの大量合成プロセスと分散技術を開発 
  

日立化成工業株式会社(本社：東京、執行役社長：田中 一行、資本金：155 億円)は、このたび、カーボン

ナノチューブ（以下、CNT）の新規な大量合成プロセスを開発しました。本プロセスは、平均３層の極細長尺

CNT(*)を高い純度で連続的に大量合成する技術で、あらゆる分野での CNT 実用化の加速が期待されます。

また、当社は CNT の特性発現に欠かせない分散技術についても、CNT へのダメージを低減し、かつ高い安

定性を有する分散液を開発しました。当社は、本プロセスにより合成した極細長尺 CNT と分散液および関連

部材のサンプル提供を開始いたします。 

 

CNT は、その特異な構造から、高弾性、高導電性、高熱伝導性、高強度等の優れた物性を有し、環境・エ

ネルギー、エレクトロニクス等さまざまな分野での応用が期待されています。しかし、CNT の中でも極細長尺

CNT においては、高純度で大量合成する技術が確立されておらず、入手できる量が少量なうえ、強酸等の

薬品を使った精製処理を要するなど、実用化が困難でした。 

 

そこで、当社は東京大学の野田 優准教授と共同で、既存の工業プロセスである流動層法を改良し、極細

長尺 CNT を連続合成するプロセスを確立しました。本プロセスは、表面に金属触媒を付着させた耐熱ビーズ

上に CNT を成長させたのち、耐熱ビーズから容易に分離・回収し、さらにこの工程を繰り返し、連続的に

CNT を生産するというものです。本プロセスは、耐熱ビーズ上の触媒を小さくすることで、CNT の平均直径を

10nm 以下に制御することを可能にしました。また、反応時間を自由に制御できるため、CNT 長を数百μm 以

上に長尺化することも可能です。さらに、反応容積あたりの CNT 生産効率も高く低コスト化が期待できるほか、

得られる CNT は触媒残渣や非晶質炭素をほとんど含まず、高い純度を有していることから、精製処理工程が

不要となるなどの特長があります。 

 

一方、CNT の特性発現に欠かせない分散技術についても、北海道大学の古月 文志教授と共同研究を

実施し、分散剤および手法の工夫により、CNT へのダメージを低減し、かつ高い安定性を有する分散液を開

発しました。本分散液を活用し、透明導電フィルムを作製したり、用途に合わせたカスタマイズも、今後対応し

てまいります。 

 

本プロセスにて得られる極細長尺 CNT は、従来の多層ＣＮＴと比較し、少量の添加で高い導電性、熱伝

導性や強度などの機能を付加することが期待できます。 

 

 本製品は、2012 年 2 月 15 日(水)から 17 日(金)まで開催される「第 11 回 国際ナノテクノロジー総合展・技

術会議（東京ビッグサイト東５ホール ブース No.Ｅ－３７）」に展示します。 

 
* 極細長尺 CNT : 直径が平均 10nm 以下で長さが数百μm の CNT のこと。 
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＝ ご参考 ＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐熱ビーズ上に成長した極細長尺 CNT 
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CNT 分散液 

 

 

 

 

 

 

 

 

CNT 分散液を塗布した透明導電フィルム 

以 上 

 

(報道関係お問い合わせ) 日立化成工業株式会社 コーポレートコミュニケーションセンタ  

広報担当 長谷川、久岡 TEL 03-5381-2385 
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